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Helping behavior viewed from the recipients’ standpoints:
The judgment of elementary and junior high school students 
and implications for Moral Education
Tomoe MIYASATO, Hitoshi TAKAHASHI, Atsuko MORIKAWA
The purpose of this study is to clarify the helping behavior viewed from the recipients’ 
standpoints.  A total of 533 elementary and junior high school students responded to our survey.  The 
respondents were asked whether they want to be helped or not in following three situations: (1) you 
fall down; (2) you forget your homework; (3) you are crying behind the school building.  As a result, 
we found that junior high school students generally want less helping behavior than elementary school 
students.  For example, in situation 3, the elementary school students wanted to be helped, while most 
8th- and 9th-grade students did not want to be helped.  These results are useful in Moral Education to 
nurture the altruism. 



















































































H 県内の小中学生 533 名（小学 3 年生 62 名；男子
29 名，女子 33 名，4 年生 75 名；男子 31 名，女子 44 名，
5 年生 77 名；男子 41 名，女子 36 名，6 年生 78 名；37 名，
女子 41 名，中学 1 年生 80 名；男子 40 名，女子 40 名，
中学 2 年生 79 名；男子 41 名，女子 38 名，中学 3 年













を設けた（表 1）（質問内容は注 1 参照）。
表１　調査に用いた道徳的葛藤場面と援助者
調査時期
平成 26 年 5 月～ 6 月
調査手続き
まず最も下学年である小学 3 年生の 1 クラス（男子
























助」の割合が 50％を超え，「非援助」は小 3 で 30％を
超えた以外は 20％未満である。
χ２検定を行ったところ，有意傾向であった（χ２（12）
＝ 18.88,p ＜ .10）。表 3 は残差分析を行った結果であ
る。また表 4 は表 3 の結果について，＋（多い），－（少
ない），空白（偏りなし）としてまとめたものである。























＝ 87.82,p ＜ .01）。表 5 は残差分析を行った結果であ
る。表 6 は表 5 の結果をまとめたものである。表 5，
表 6 から，「積極的援助」は小 3 ～ 6 では少なかった
が中 2，中 3 では多かった。「消極的援助」は小 3，小
4 で多かったが，中 2，中 3 では少なかった。「非援助」











は小 4，小 5，小 6 で少なく，中 2，中 3 で多かった。「消












助」が 60％近くになった。中 3 では「積極的援助」と「非
援助」がほぼ同率であった。
場面 5 は期待度数 5 未満が 7 か所あったのでフィッ
シャーの直接法（モンテカルロ推定）を行ったとこ
ろ，有意であった（p ＜ .01）。表 9 は残差分析を行っ
た結果である（注 2）。表 10 は表 9 の結果をまとめた
ものである。「積極的援助」は小 4 と中 1 で多く，小
3 と中 2 で少なかった。「消極的援助」は小 3 で多く，
中 1 ～中 3 で少なかった。「非援助」は小 4 で少なく，






表 12　表 11 の結果のまとめ
－　138　－
図６は校舎の陰で泣いている時，「同級生」に望む
援助行動の結果である。小 3 ～小 6 では「非援助」が
50％前後であるが，中 2，中 3 では 80％前後となった。
χ２検定を行ったところ，有意であった（χ２（12）
＝ 55.65,p ＜ .01）。表 11 は残差分析を行った結果であ
る。表 12 は表 11 の結果をまとめたものである。「積
極的援助」は小 5，小 6 で多く，中 2，中 3 で少なかった。
「消極的援助」は小 3，小 4 で多く，中 2，中 3 で少なかっ



























らのことから，小学生と中 2，中 3 では「宿題忘れ」
の場面における被援助の考え方が異なるものと考えら
れる。また中 1 はその過渡期と考えられる。
場面 5 と 6（校舎の陰で泣いている）ではより顕著
に学年間の相違が見られた。特に中 2，中 3 では相手
が「友達」の場合も「同級生」の場合も「非援助」を
望み，「積極的援助」や「消極的援助」は望まないこ





5，小 6 では特徴が見られず，中 1 で「積極的援助」
が多くなるが，1 学年上の中 2 では「積極的援助」は
少なくなる。このことから，相手が「友達」の場合，
中 1 から中 2 にかけて援助を望む気持ちから望まない
気持ちへと逆転するものと考えられる。
これに対し，相手が「同級生」の場合，小 3 ～小 6
では 2 学年ごとに特徴が見られ，小 3，小 4 で「消極








































被援助の考え方が中 2，中 3 と小学生で異なるという
結果を得たが , 宮里・髙橋・森川（2014）による援助
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注
１ 調査内容の概要は以下の通りである。
　①場面 1・2（カッコ内が場面 2）
　　　ある朝，学校の近くまで登校した時のできごと
です。あなたは何かにつまずいて転んでしまいま
した。ケガはしませんでしたが，荷物が少し散ら
ばりました。少し後ろを仲のよい友達（ほとんど
話したことのない同級生）が歩いてきています。
あなたはその人にどうしてほしいですか。
　　ア . 起こしたり荷物を拾ったりしてほしい。
　　イ . 声をかけてほしい。
　　ウ . 何もしないでそっとしてほしい。
　　エ . その他
　②場面 3・4（カッコ内が場面 4）
　　　ある日，あなたは学校で，宿題があったことを
思い出しました。仲の良い友達（ほとんど話した
ことのない同級生）は家で宿題をきちんとやって
来ています。あなたは泣きだしそうになりました。
あなたはその人にどうしてほしいですか。
　　ア . 宿題をうつさせてほしい。
　　イ . 解き方を教えたりヒントを出したりしてほし
い。
　　ウ . 何もしないでほしい。
　　エ . その他
　③場面 5・6（カッコ内が場面 6）
　　　あなたは休み時間に校舎の陰で泣いていまし
た。ケガをしたわけではありません。そこへ仲の
よい友達（ほとんど話したことのない同級生）が
通りかかりました。他にはだれもいません。あな
たはその人にどうしてほしいですか。
　　ア . 声をかけてほしい。
　　イ . 先生や友達を呼びに行ってほしい。
　　ウ . そっとしておいてほしい。
　　エ . その他
２ 三沢・稲富・山口（2006）や永田・岡本（2008）
などにおいてもフィッシャーの直接法及び残差分
析が行われており，それらを参考にして行った。
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